
 

⑧個別の指導計画 
 ※青森県教育支援ファイル（「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」）作成の手引き 改訂版より

引用 
 

作成日 平成○○年○月○○日 

評価日 平成○○年○月○○日 

           

         個別の指導計画   【     学校】 
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（ 期 間 ：  ） 

 

手 立 て 

 

評  価 

 

作 成 者 学級担任：                 特別支援教育コーディネーター：          

 

こちらは参考様式です。自校の児童生徒の実態、各教科
や自立活動等の特質を踏まえて、指導上最も効果が上がる
ように工夫して作成することが大切です。 

○指導の有効な手がかりになるため、多く記述するようにします。 

・できていること ・頑張っていること ・得意なこと ・興味や関心 

○気になる行動の実態や支援が必要と思われることを記述します。 

○「～できない」という記述は避けます。 

○指導期間をあらかじめ決定しておき、評価日までに達成可能な指導目標を設定しま

す。（例：１年ごと、学期ごと） 

○「～しないようにする」等の表現は避け、「～できる」という文末にします。 

○「短期目標」に対応した手立てを記述します。 

○「学校生活の様子」の「うまくいっているところ」を活用して指導の手立てを設定

します。 

 ・補助教材の活用  ・言葉かけの工夫  ・活動量の調整  ・時間の調整 

 等が考えられます。 

○誰がどの時間や場所で指導するのかも考えて手立てを設定します。 

○評価の時期は学校として適切に定めておきます。 

○「短期目標」の達成状況について記入し、「指導目標」や「手立て」を見直します。 


